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約６ヶ月間での開発リリース項目

Metareal AI プラットフォーム

アプリ数十本

ChatM.AI

四季報AI

Neurassist（企業内AI）

LCS（長文理解システム）

Metareal AI LLM-7B（独自日本語モデル）



RAG（Retrieval Augmented Generation ）の解説
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RAG
検索により拡張された生成



例：単純なデータ接地では有効な精度が得られない。
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単純にベクター化して生成AIに与えるだけでは、

人間が求める回答をまったく提供できない。



膨大な情報フォーマットを持つ四季報のAI化
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表形式
リスト形式

自然文

グラフ

日時との関連

特殊用語
四季報オンラインより



例：単純なデータ接地では有効な精度が得られない。
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データの抽出の仕方とその

生成AIへの与え方を徹底的に研究



例：現在の言語モデルは表形式の理解が苦手
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以下は提供された業績データから得ら
れる売上高の推移です。
•連21.2: 4,004億円
•連22.2: 4,159億円
•連23.2: 4,292億円
•連24.2予: 4,600億円

これらの数字を見ると、売上高は連続
的に増加しているようです。この傾向が
続く場合、売上高が増加することは企
業の成長を示唆し、株価の上昇に寄与
する可能性があります。

四季報オンラインより

？

単位を正確に認識していない



例：四季報AIでは正確な認識となっている
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四季報オンラインより

四季報AIより
※四季報AIは四季報オンラインの有料データにもアクセスできるため、より多くの情報を取得できる。

単位を正確に認識できている



例：LCS（長文認識システム）
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LCSは、長文（大規模コンテキストウィンドウ）のデータに
高精度のRAGを行った事例



例：ChatM.AI
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ChatM.AIは、データの取得とその生成AIへの提供を
全自動化した事例



ラストワンマイルのそのさらに先の精度

11

正確な
認識

RAG 表、単位、長文など

不正確な認識



ますます重要になる、生成AIとデータの統合にフォーカス
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OpenAI GPT-4 等

Closed
超高性能モデル

Meta Llama2 等

オープンソース
小規模モデル

AGI
メリット：
高性能
汎用性

デメリット：
高コスト
情報漏洩リスク
低カスタマイズ性

メリット：
高カスタマイズ性
低コスト
情報漏洩リスク低

デメリット：
低〜中性能
要カスタマイズ

ローカル稼働
小規模AI群

これらのAIに対し、どのようにデータを与えれば良いのか？
また、それらのデータをどのように集め、取り扱えば良いのか？
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